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その他 0.8%
約6.3億円

民生費 45.8%
約373.6億円

市税 42.2%
約343.9億円

諸収入 3.0%
約24.4億円

繰入金 1.7%
約13.8億円

寄附金 0.8%
約6.9億円

使用料及び手数料 2.6%
約21億円

分担金及び負担金 0.9%
約7.6億円

国庫支出金 18.1%
約147.5億円

商工費 0.5%
約3.8億円

議会費 0.6%
約5億円

歳　出
815.1億円

歳　入
 815.1億円

教育費 11.6%
約94.8億円

衛生費 10.1%
約82.5億円

総務費 10.0%
約81.1億円

公債費 8.4%
約68.7億円

土木費 7.8%
約63.5億円

県支出金 7.5%
約61.5億円

地方交付税 5.7%
約46.4億円

地方消費税交付金 5.4%
約43.7億円

市債 9.3% 
約76.2億円

消防費 4.4%
約35.8億円

地方特例交付金 0.5%
約5.2億円

その他 2.3%
約17億円

《一般会計歳入歳出　 予算の款別構成比》

◆本会議での各議員の賛否（賛成=○、反対=×）

会派名 たからづか真政会
日本共産党
宝塚市会
議員団

公明党
議員団

日本
維新の会
宝塚市議団

市民
ネット
宝塚

令和
安全
の会

社会
民主党
議員会

無
所
属

議員名

大
川　

裕
之

浅
谷　

亜
紀

石
倉
加
代
子

岩
佐
ま
さ
し

風
早
ひ
さ
お

く
わ
は
ら
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

横
田
ま
さ
の
り

藤
岡　

和
枝

江
原　

和
明

中

野　

正

三
宅　

浩
二

池
田　

光
隆

伊

庭　
　

聡

村
松
あ
ん
な

寺
本　

早
苗

川

口　
　

潤

北
野　

聡
子

北
山　

照
昭

山
本　

敬
子

梶
川
み
さ
お

大
島
淡
紅
子

田
中
大
志
朗

令和３年度
一般会計予算
可決（賛成多数）

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
※
議
長
〇〇〇〇〇〇〇××〇〇×

その他の会計予算については、全員一致で可決しています。
※議長（中野正議長）の裁決について
　過半数議決の場合、議員には賛成・反対の表決権がありますが、議長には表決権がありません。ただし、表決において
　賛成・反対が同数、つまり「可否同数」になった場合、議長には可決か否決かを決定する裁決権が認められています。

　

３
月
定
例
会
の
初
日
（
令
和
３
年
２

月
22
日
）
に
、
市
長
か
ら
令
和
３
年
度

一
般
会
計
予
算
（
骨
格
予
算
）、
14
件

の
特
別
会
計
予
算
お
よ
び
令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

　

骨
格
予
算
と
は
、
令
和
３
年
４
月
に

宝
塚
市
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
義
務
的
経
費
や
経
常
的
経
費
な
ど
、

必
要
最
小
限
度
の
経
費
を
計
上
す
る
も

の
で
す
。

　

宝
塚
市
議
会
と
し
て
予
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
３
月
８
〜
10
日
の
３
日

間
を
か
け
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、３
月
定
例
会
の
最
終
日（
３

月
19
日
）
に
本
会
議
に
お
い
て
、
賛
成

お
よ
び
反
対
の
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
討

論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
一
般
会

計
お
よ
び
特
別
会
計
の
全
て
の
予
算
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
審
査

「
財
政
が
非
常
に
厳
し
い
」
と

　
繰
り
返
さ
れ
る
が
・
・
・

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
予

算
規
模
が
８
１
５
・
１
億
円
。
骨
格

予
算
で
あ
り
な
が
ら
、
前
年
度
の

７
９
１
・
４
億
円
に
比
べ
て
23
・
７
億

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
税
収
の
大

幅
な
減
や
支
援
金
な
ど
の
支
出
増
が
見

込
ま
れ
る
中
、
社
会
保
障
関
連
の
経
費

や
老
朽
化
す
る
公
共
施
設
の
整
備
保
全
、

耐
震
化
へ
の
対
応
な
ど
、
問
題
は
山
積

み
で
す
。

　

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た

背
景
を
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
質
疑
を
行
い
、
市
の
考
え
方
や
方
向

性
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

市
長
の
政
策
的
な
判
断
を
要
す
る
経

費
（
肉
付
け
予
算
）
に
つ
い
て
は
、
市

長
選
挙
後
の
６
月
定
例
会
に
改
め
て
市

長
か
ら
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

■
一
般
会
計
予
算

　

例
年
の
収
支
や
社
会
情
勢
な
ど
の
資

料
を
基
に
つ
く
ら
れ
る
予
算
で
、
市
税

や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
・
交
付
金
・

手
数
料
な
ど
の
収
入
（
歳
入
）
と
、
市

の
行
う
仕
事
に
必
要
な
支
出
（
歳
出
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
当
初
予
算
〉

　

歳
出
の
内
訳
と
し
て
は
、
前
年
度
と

比
べ
て
総
務
費
で
約
２
億
円
、
衛
生
費

で
約
９
・
２
億
円
、
消
防
費
で
約
９
・

７
億
円
、
教
育
費
で
約
16
・
１
億
円

（
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基

づ
く
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
活
用
事
業
で
タ

ブ
レ
ッ
ト
等
を
導
入
す
る
経
費
等
）
の

増
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
補
正
予
算
〉

　

通
常
は
、
会
計
年
度
が
始
ま
る
前
に

決
定
し
た
当
初
予
算
の
収
入
や
支
出
の

見
込
み
額
に
増
減
が
生
じ
た
場
合
、
予

算
額
を
修
正
す
る
た
め
、
市
長
か
ら
補

正
予
算
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
す
。

■
特
別
会
計
予
算

　

一
般
会
計
と
は
別
に
、
国
民
健
康
保

険
事
業
や
介
護
保
険
事
業
の
よ
う
に
、

保
険
税
や
保
険
料
な
ど
、
特
定
の
財
源

で
運
営
し
て
い
く
事
業
に
つ
い
て
の
会

計
で
す
。
こ
ち
ら
は
通
常
予
算
で
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

前
年
度
に
比
べ
国
民
健
康
保
険
事

業
費
で
約
２
・
８
億
円
、
介
護
保
険
事

業
費
で
約
８
・
１
億
円
の
減
額
と
な
っ

て
お
り
、
特
別
会
計
全
体
で
は
約
11
・

２
億
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
の
緊
急
事
態
宣
言
が
、
当
初

は
令
和
３
年
１
月
14
日
か
ら
２
月
７
日

ま
で
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
兵
庫
県

は
３
月
７
日
ま
で
延
長
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
延
長
期
間
分
の
県
お
よ

び
市
町
で
支
給
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
協
力
金
の
支
給

額
に
つ
い
て
、
急
き
ょ
予
算
の
増
額
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
県
か
ら
の
通
知
を
受
け
て
、

令
和
３
年
度
で
執
行
す
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
と
し

て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

一
般
会
計
予
算（
骨
格
予
算
）

一
般
会
計
予
算（
骨
格
予
算
）

特　

別　

会　

計　

予　

算

特　

別　

会　

計　

予　

算
等
を
可
決

等
を
可
決

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

主
な
質
疑

一
般
会
計

﹇
窓
口
の
混
雑
緩
和
﹈

問　
国
は
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い

る
が
、
理
解
や
知
識
が
十
分
で
は
な
い

人
も
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド

（
情
報
格
差
）
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

答　
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
操

作
で
き
る
人
が
利
用
す
る
こ
と
で
窓
口

の
混
雑
を
改
善
で
き
る
。
ま
た
、
操
作

で
き
な
い
人
に
は
職
員
が
丁
寧
に
対
応

す
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
る
。

﹇
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
構
想
﹈

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
係
る
説
明

お
よ
び
研
修
会
に
つ
い
て
、
参
加
者
と

そ
の
内
容
は
。

　
答　
全
教
職
員
を
対
象
に
授
業
の
流

れ
や
事
例
を
示
し
、
質
問
を
受
け
る
な

ど
し
て
い
る
。

﹇
新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
﹈

問　
副
反
応
を
恐
れ
る
人
も
い
る
。

選
択
制
で
あ
る
こ
と
や
義
務
で
は
な
い

こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
か
。

答　

広
報
た
か
ら
づ
か
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
接
種
が
強
制
で
は
な
い
こ

と
や
接
種
の
効
果
、
副
反
応
な
ど
に
つ

い
て
情
報
提
供
す
る
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
費

　
問　
国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
事
務

が
市
税
収
納
課
か
ら
国
民
健
康
保
険
課

に
変
更
す
る
と
の
こ
と
だ
が
。

　
答　
一
つ
の
課
で
制
度
的
な
対
応
が

全
て
で
き
る
た
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

介
護
保
険
事
業
費
　

　
問　
介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
さ
ら

に
取
り
崩
せ
ば
、
介
護
保
険
料
の
引
き

下
げ
や
利
用
者
負
担
の
軽
減
が
で
き
る

の
で
は
。

　
答　
今
後
、
急
激
に
給
付
費
が
増
え

た
場
合
な
ど
に
、
市
民
生
活
へ
の
影
響

を
少
な
く
す
る
た
め
に
備
え
て
い
る
。

各会計別歳入歳出予算額の概要 （単位：千円）および審議結果

会　　計　　別 令和 3年度
予算額

令和 2年度
予算額 増減額 増減比

（％） 審議結果

　一 般 会 計（Ａ） 81,579,216 79,140,000 2,439,216 3.1 －

当初予算（※） 81,510,000 79,140,000 2,370,000 3.0 可決（賛成多数）

補正予算 69,216 - 69,216 - 可決（全員一致）

　特 別 会 計（Ｂ） 48,676,198 49,805,374 △ 1,129,176 △ 2.3 －

国民健康保険事業費 21,838,100 22,119,300 △ 281,200 △ 1.3 可決（全員一致）

国民健康保険診療施設費 117,000 107,200 9,800 9.1 可決（全員一致）

介護保険事業費 21,896,900 22,708,400 △ 811,500 △ 3.6 可決（全員一致）

後期高齢者医療事業費 4,519,400 4,443,400 76,000 1.7 可決（全員一致）

財産区（９件） 107,174 207,674 △ 100,500 △ 48.4 可決（全員一致）

宝塚市営霊園事業費 197,624 219,400 △ 21,776 △ 9.9 可決（全員一致）

計（Ａ）+（Ｂ） 130,255,414 128,945,374 1,310,040 1.0 -

※令和３年度一般会計予算については、骨格予算として編成されています。

予算特別委員会委員    （◎委員長、○副委員長）
後列左から　三宅浩二、浅谷亜紀、川口　潤、たぶち静子、
　　　　　　大島淡紅子、山本敬子、伊庭　聡
前列左から　北野聡子、岩佐まさし、◎藤岡和枝、
　　　　　　〇風早ひさお、となき正勝

概
要
は
「
委
員
会
報
告
書
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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声の議会報は、議会報「かけはし」の記事を朗読してＣ
Ｄに録音し、あらかじめ登録された市内の視覚障がいの
ある方にお届けしています。
その制作に携わるテープライブラリー宝塚の皆さまにお
話を伺いました。

【声の議会報30周年】
　 テープライブラリー宝塚 1010年の年の

歩み歩み

2011
（東日本大震災）

2014
（宝塚市制60周年
　宝塚歌劇100周年
手塚治虫記念館20周年）

2020
（新型コロナ発生）

20122013201520162019

Ｑ　コロナ禍で苦労される
ことは何ですか？

Ａ　コロナ対策として、録
音するときは部屋のド
アを開けたままにして
います。多少雑音が入
りますが、気を付けて
録音しています。

Ｑ　耳で聴くと分かりにくい表現などはどのように工夫さ
れていますか？

Ａ　聴き手に分かりやすいよう議員の一般質問などの問い、
答えの文章に語尾をつけるなど、文言の整理や追加を
行っています。また、「概要」という言葉は使わず、「こ
れは」に置き換えたり、文末もですます調にしています。
最近イラストが多くなっていますが、それに合わせて
「はいっ」とセリフをつけたりもしていますよ。

●
議
会
基
本
条
例
制
定

●
議
員
政
治
倫
理
条
例
制
定

●
議
会
報
編
集
委
員
会
が
広
報
広
聴
委
員
会
に

●
議
会
報
「
か
け
は
し
」
が
フ
ル
カ
ラ
ー
に

●
防
災
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置

●
行
財
政
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置

●
議
会
報
告
会
初
開
催

●
市
立
病
院
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置

●
本
会
議
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
録
画
配
信
開
始

●
公
共
施
設
の
整
備
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置

●
議
会
報
「
か
け
は
し
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

●
政
策
研
究
会
設
置

●
意
見
交
換
会
初
開
催

●
宝
塚
市
議
会
60
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

●
宝
塚
市
議
会
60
周
年
記
念
誌
発
行

●
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
設
置

●
宝
塚
市
総
合
計
画
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置

●
オ
ン
ラ
イ
ン
議
会
報
告
会
開
催

●
行
財
政
経
営
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置

議
会
改
革
特
別
委
員
会
設
置

議
会
基
本
条
例
制
定
の
方
針
決
定

議
会
基
本
条
例
素
案
決
定

市
民
意
見
公
募

議
会
報
「
か
け
は
し
」
臨
時
号
で
条
例
の
素
案
、
解
説
を
公
開

「
市
民
の
意
見
を
聴
く
会
」
開
催

議
会
基
本
条
例
第
１
回
修
正
版
に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
、

最
終
版
を
決
定

　
　
議
会
基
本
条
例
施
行

■
議
会
基
本
条
例
が
で
き
る
ま
で
の
流
れ

議
会
基
本
条
例
と
は
・
・
・

議
会
基
本
条
例
と
は
・
・
・

地
方
分
権
の
強
化
へ
の
流
れ
の
中
、
議
会
改
革
の

地
方
分
権
の
強
化
へ
の
流
れ
の
中
、
議
会
改
革
の

取
り
組
み
と
し
て
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
の
実

取
り
組
み
と
し
て
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
の
実

現
を
図
る
た
め
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

現
を
図
る
た
め
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

市
議
会
の
基
本
的
な
役
割
、
責
任
、
議
会
の
目
指

市
議
会
の
基
本
的
な
役
割
、
責
任
、
議
会
の
目
指

す
方
向
性
が
定
め
ら
れ
た
の
で
す
。
議
会
基
本
条

す
方
向
性
が
定
め
ら
れ
た
の
で
す
。
議
会
基
本
条

例
施
行
後

例
施
行
後
1010
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

年
を
振
り
返
り
ま
す
。

Interview

■
市
民
に
分
か
り
や
す
く
開
か
れ
た
議
会
へ

議
会
基
本
条
例
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
市
民
参
加
・
情
報
公
開
・

機
能
強
化
の
３
点
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
議
会
報
告
会

　
定
例
会
ご
と
に
市
議
会
議
員
が
議
案
等
の
審
議
内
容
や
結
果
を
報
告
。
宝

塚
市
議
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
議
会
報
告
会
を
全
国
に
先
駆
け

て
実
施
中
。
現
在
は
議
員
か
ら
の
発
信
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
参
加
者
と

双
方
向
で
の
や
り
取
り
を
検
討
中
。

●
意
見
交
換
会

　
「
宝
塚
市
議
会
と
市
議
会
議
員
に
期
待
す
る
こ
と
」と
い
う
テ
ー
マ
で
行
っ

た
第
１
回
目
か
ら
こ
れ
ま
で
９
回
開
催
。
防
災
の
取
り
組
み
や
宝
塚
の

未
来
に
つ
い
て
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ま

と
意
見
交
換
を
重
ね
て
き
た
。

●
議
会
報
「
か
け
は
し
」

　
一
般
質
問
以
上
に
議
案
審
査
の
記
事
な
ど
に

重
点
を
置
く
。
特
集
ペ
ー
ジ
も
充
実
。
現
在

は
市
内
高
等
学
校
写
真
部
が
撮
影
し
た
写
真

を
表
紙
に
掲
載
。

●
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
・
録
画
配
信

●
エ
フ
エ
ム
宝
塚
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
活
用

●
政
務
活
動
費
の
収
支
報
告
書
を
、
ま
た
、

２
０
１
８
年
度
以
降
は
全
て
の
領
収
書
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
。
同
じ
資
料
を
資

料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
で
も
公
開
（
※
）

●
本
会
議
で
の
賛
否
、
委
員
会
資
料
を
公
開

●
政
策
研
究
会

　
「
歌
劇
の
ま
ち
宝
塚
条
例
」
の
制
定
や
、
市
に
対
し
「
障
が
い
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
宝
塚
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提

言
」
を
行
っ
た
。

●
議
決
す
べ
き
事
件
を
「
長
期
に
わ
た
る
重
要
な
事
業
計
画
」
に
も
広
げ
る
。

●
委
員
会
で
は
議
員
か
ら
行
政
へ
の
質
疑
の
み
だ
っ
た
が
、
議
員
同
士
の
議

論
を
制
度
化
。

●
一
般
質
問
で
は
、
た
く
さ
ん
の
分
野
の
質
問
を
総
括
的
に
行
い
、
市
当
局

が
ま
と
め
て
答
弁
し
て
い
た
総
括
式
に
加
え
、
一
問
一
答
方
式
も
導
入
。

●
議
会
図
書
室
の
充
実

　
毎
年
議
員
か
ら
の
要
望
も
踏
ま
え
蔵
書
を
充
実
。
市
民
も
利
用
可
能
。

情報公開 市民　 参加機能強化

の

議
会
基
本
条
例

議
会
基
本
条
例
1010年年

歩みみ

市民からの意見を聴いて
作っていったのね。

テープライブラリー宝塚の皆さま

オンライン議会報告会 宝塚市議会
60周年記念誌

市民の意見を聴く会

2011 2010 2009

議会報「かけはし」
リニューアル

※市役所1 階
　資料閲覧コーナー
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記念号
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２
住
み
続
け
た
い
、
安
全
・
快
適

な
暮
ら
し
が
あ
る
ま
ち

６
宝
塚
ら
し
い
〝
に
ぎ
わ
い
〞
と

文
化
芸
術
が
あ
ふ
れ
る
、
創

造
性
豊
か
な
ま
ち

４
子
ど
も
の
生
き
る
力
が
育
つ
ま

ち
３
福
祉
が
充
実
し
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち

５
豊
か
で
美
し
い
環
境
を
育
む
ま

ち

【
ど
ん
な
計
画
】

　
市
の
最
上
位
に
位
置
す
る
計
画
で
、

総
合
計
画
で
示
し
た
方
向
性
を
実
現

す
る
た
め
に
、
各
分
野
の
計
画
が
作

成
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
「
基
本
構
想
」
と

「
基
本
計
画
」・「
地
域
ご
と
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
」
の
２
層
で
構
成
さ

れ
、
市
内
20
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

で
策
定
さ
れ
た
「
地
域
ご
と
の
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
が
新
た
に
総
合
計
画

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
計
画
期
間
は
】

　
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま

で
の
10
年
間
で
す
。「
基
本
計
画
」

は
、
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま

え
、
必
要
に
応
じ
て
内
容
の
見
直
し

が
行
わ
れ
ま
す
。

○
第
２
分
科
会

　
市
内
で
発
生
し
た
事
案
を
踏
ま
え
、

施
策
分
野
「
学
校
教
育
」
の
「
現
状

と
課
題
」
に
、
い
じ
め
お
よ
び
体
罰

に
関
す
る
事
項
を
明
記
す
べ
き
。
い

じ
め
お
よ
び
体
罰
に
対
す
る
施
策
を

加
え
、
成
果
指
標
を
設
定
す
べ
き
。

　
　
　
　
　

　
文
教
生
活
常
任
委
員
会
の
所
管
事

務
調
査
に
お
い
て
調
査
を
行
う
。

○
第
３
分
科
会

　

市
民
生
活
に
関
わ
り
の
深
い
安

全
・
都
市
基
盤
・
環
境
・
観
光
・
産

業
・
文
化
な
ど
に
つ
い
て
、
幅
広
く

審
査
を
行
っ
た
。

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
個
別
計

画
の
所
管
事
務
調
査
を
行
う
。

　
市
議
会
と
し
て
宝
塚
市
総
合
計
画

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を
令
和

元
年
９
月
２
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

設
置
に
当
た
り
、
議
会
の
意
見
を
十

分
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
調
査
形
態

お
よ
び
調
査
期
間
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
専
門
的
な
調
査
を
行
う
た

め
、
分
野
別
に
３
つ
の
分
科
会
を
設

置
し
、
令
和
３
年
３
月
定
例
会
で
調

査
内
容
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

総
合
計
画
と
は

宝
塚
市
総
合
計
画
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
に
つ
い
て

議長、副議長を除く議員24名で構成。
委員長は江原議員、副委員長は大川議員
が務めました。

第６次総合計画

１ 共に創り、未来につなぐまち

スローガン

基 本 構 想 の 概 要

第
６
次
宝
塚
市
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て

第
６
次
宝
塚
市
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て

―
宝
塚
市
が
抱
え
て
い
る
厳
し
い
現
状
を
踏
ま
え
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
市
議
会
で
議
論
を
重
ね
ま
し
た
―

○
第
１
分
科
会

　
市
の
行
財
政
経
営
戦
略
会
議
で
示

さ
れ
た
予
算
見
通
し
に
基
づ
く
「
厳

し
い
財
政
状
況
」
に
つ
い
て
は
市
民

と
共
有
す
べ
き
。

　
市
議
会
が
設
置
し
た
行
財
政
経
営

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
で
検
証

を
行
う
。（
８
〜
９
面
参
照
）

課題が山積する現状を改善し、安心できる
学校園を目指して

【
基
本
計
画
に
つ
い
て
】

●

計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て
、
地

域
の
計
画
へ
の
期
待
感
は
大
き
い

と
思
う
。
で
き
る
だ
け
、
市
の
政

策
に
反
映
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

取
り
組
み
が
進
ま
な
い
と
市
政
に

対
す
る
期
待
感
、
信
頼
感
が
無
く

な
る
。
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
文

案
化
し
て
ほ
し
い
。

●

２
０
４
０
年
問
題
に
つ
い
て
、

生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
社
会
に
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
る
が
、
そ
の
問
題

を
総
合
計
画
に
ど
う
盛
り
込
ん
で

い
る
の
か
。

　

第
６
次
宝
塚
市
総
合
計
画
を
実

現
可
能
な
計
画
と
す
る
た
め
に
、

宝
塚
市
総
合
計
画
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
の
全
体
会
を
８
回
、

各
分
科
会
を
３
回
開
催
し
、
調
査

の
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
全
体
会
お
よ
び
分
科

会
で
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。　

●

「
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
の
が
困
難
」
と
い
う
表
現
が

多
く
見
ら
れ
る
。
市
民
か
ら
の
要

望
を
抑
え
込
ん
で
い
る
よ
う
に
感

じ
る
。

●

新
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
、

基
本
計
画
﹇
各
論
﹈
の
現
状
と
課

題
も
し
く
は
施
策
の
部
分
に
具
体

的
に
記
載
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

●

新
名
神
高
速
道
路
開
通
に
よ
り

北
部
地
域
に
民
間
の
事
業
所
を
誘

致
す
る
可
能
性
な
ど
の
期
待
が

あ
っ
た
と
思
う
。
宝
塚
北
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
た

こ
と
に
よ
る
北
部
地
域
活
性
化
に

係
る
施
策
に
つ
い
て
の
記
載
が
な

い
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
地
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
計
画
に
つ
い
て
】

●

計
画
を
作
る
こ
と
も
大
変
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
計
画
を
実

践
し
て
い
く
の
は
も
っ
と
大
変
で

あ
り
、
地
域
住
民
も
不
安
に
感
じ

て
い
る
と
思
う
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
的
役
割
を
行
政
が
担
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
間
で
、
先

進
的
な
活
動
事
例
な
ど
の
情
報
を

共
有
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
市
議
会
で
は
、
令
和
２
年
12
月

定
例
会
に
お
い
て
、
基
本
構
想
を

審
議
す
る
予
定
で
し
た
が
、
策
定

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
見
直
さ
れ
た
た

め
令
和
３
年
６
月
定
例
会
に
議
案

が
提
出
さ
れ
、
審
議
さ
れ
る
予
定

で
す
。

宝
塚
市
が
抱
え
て
い
る
厳
し
い
現
状
を
踏
ま
え
て
…

こ
れ
か
ら

老朽化が進み、建て替えを予定しているクリーンセンター

委員会
報告書の
詳細は

こちらから↑

【
計
画
策
定
の
経
過
】

　
令
和
２
年
度
中
の
策
定
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
の
影
響
を
考
慮
し
た
計

画
と
す
る
に
当
た
り
、
検
討
の
た

め
の
期
間
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
策
定
時
期
を
遅
ら

せ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
見
直
さ
れ

ま
し
た
。

　
市
は
計
画
策
定
の
趣
旨
や
内
容

等
を
公
表
し
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
令

和
３
年
２
月
15
日
か
ら
３
月
16
日

に
か
け
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
広
く
意
見
を
募
集

し
ま
し
た
。

１層目
「基本構想」：めざすまちの姿などを示し、
  市民と行政で取りまとめ。
  基本構想のみが市議会の議決対象。

２層目
「基本計画」：行政の施策などを示し、行
  政が取りまとめ。
「地域ごとのまちづくり計画」：
  地域の将来像と基本目標を示し、市民が
  取りまとめ。

【６つのめざすまちの姿】

基本構想

基本計画
地域ごとの
まちづくり
計画

地域ごとの
まちづくり計画
（具体的な取り組み）

実施計画等

【スローガンと込められた３つの想い】

「活動・活躍できる場」
（舞台）をつくる

「暮らし」（舞台）
を支える

「まち」（舞台）を
未来につなげる

わたしの舞台は
たからづか

かけはし第250号
記念号

特集2

第６次総合計画に
関する詳しい内容
はこちらから

7 第250号　令和3年(2021年)５月1日第250号　令和3年(2021年)５月1日 6宝塚市議会報宝塚市議会報



― 行財政経営に関する調査特別委員会を設置 ―

新たなステージへ新たなステージへ
宝塚市議会は

踏み出します！

Ｑ．分科会方式を
　　採用した理由は？

Ａ．この特別委員会には「早急に財
政再建を進めること」、「これまでの
行財政『運営』から行財政『経営』
へ」の２つのミッションがあります。
　委員数を絞って、委員会の機動力
を向上させ、深い議論を行うため、
２つの分科会に分けて調査を進めま
す。

Ｑ．具体的な
　　進め方は？

Ａ．歳出カットによる減
量型ではなく成果重視の
経営視点から可視化（見
える化）し、評価・共有
できる新しい仕組みづく
りを構築するなど、ＳＤ
Ｇｓ（*5）にもつなが
る持続可能な財政基盤強
化を図ります。

Ｑ．特別委員会が
　　目指すものは？

Ａ．説明を受けて、意見・要望を
言うだけの特別委員会ではなく、
自ら課題を発見・解決できるよう、
市民や行政とのワークショップや
公聴会など、これまでとは違った
やり方にもチャレンジしたいと考
えています。

Ｑ．課題解決への
　　取り組みは？

Ａ．2040年問題（*4）
を踏まえて、人口減少、
少子高齢化などの喫緊の
課題から我がまちの将来
あるべき姿を描き、新た
な発想を持ち財政課題の
解決に立ち向かいます。

Ｑ．行財政『経営』とは？

Ａ．民間の手法も積極的に取り入れ
ながら、政策だけでなく財務や組織
の視点を加えて、マネジメントサイ
クルを回すこと。
　特にモニタリングが議会の重要な
役割であるため、成果だけでなく、
マネジメントサイクル自体も検証で
きる体制にしたいと考えています。

Ｑ．第２分科会が目指すものとは

Ａ．行政だけでは乗り切ることが困難な時代にあって、
民間活力を積極的に導入し、時代の変化に対応できる職
員の育成も視野に入れて共に取り組みます。また、これ
からの時代にふさわしい行政のＤＸ（*6）の推進など
未来志向で市民サービスを飛躍的に高めるなど、新しい
価値を創造する方途を積極的に探っていきます。
　まずは、議会自らが発想を変えて議会の持つ多様な視
点を大切にしつつ、10年先、20年先を見据えての議論
を重ねながら、未来に責任を持つという役割を果たすた
め、新たな挑戦を開始します。

第２分科会の取り組み

第１分科会の取り組み

　令和２年12月18日、行財政経営に関する調
査特別委員会が設置されました。
　ここでは、委員会設置の経緯や取組内容を、
大川裕之委員長兼第１、第２分科会主査、北
山照昭副委員長兼第１分科会副主査、藤岡和
枝第２分科会副主査に伺いました。

 特別委員会の任務
　１ 行財政経営の主要課題に関すること
　２ 中長期的な財政見通しに関すること
　３ 行財政経営改革の取り組みに関する
　　 こと

特別委員会の構成（◎委員長、○副委員長）
◎大川裕之、○北山照昭、池田光隆、伊庭　聡、
梶川みさお、川口　潤、くわはら健三郎、
たぶち静子、寺本早苗、となき正勝、冨川晃太郎、
藤岡和枝、三宅浩二　の各委員

平成28年３月に出された市の財政見通し
では、今後５年間の収支不足額が40億円
と予想されたんだよ。

令和２年３月の財政見通しでは、今後５
年間で60億円を超える財源不足が予想さ
れているんだ。

だから、改めて特別委員会を設置するん
だね！

特別委員会が終わってから２年たつけど、
市の財政状況ってどうなってるんだろう。

そのときも行財政改革調査特別委員会が
設置されたんだよね。どんな議論があっ
たのかな。

２年にわたって議論したんだ。財源不足
は解消したけど、数年後には同じような
事態に陥ることも予測されていたよ。

　
　

基
金
…
特
定
の
目
的

の
た
め
積
み
立
て
た
資
金

や
維
持
す
る
財
産
、
ま
た

は
定
額
の
資
金
を
運
用
す

る
た
め
に
設
け
る
資
金
や

財
産
の
こ
と
。

　
　
地
方
債
…
学
校
や
庁

舎
な
ど
を
建
設
す
る
場
合

の
よ
う
に
、
長
期
間
に
わ

た
っ
て
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
、
多
額
の
経
費
が
必

要
な
も
の
の
財
源
に
充
て

る
た
め
、
地
方
自
治
体
が

政
府
・
公
共
団
体
金
融
機

構
・
銀
行
な
ど
か
ら
調
達

す
る
長
期
的
な
借
入
金
の

こ
と
。

　
　

市
債
…
地
方
債
の
う

ち
、
市
が
調
達
す
る
借
入

金
の
こ
と
。

　
　

２
０
４
０
年
問
題
…

①
高
齢
人
口
の
３
分
の
１

が
85
歳
以
上(

高
齢
者
の

高
齢
化)

。

②
現
役
人
口(

生
産
年
齢

人
口)

１
・
５
人
で
１
人

の
高
齢
者
を
支
え
る(

世

代
間
の
不
均
衡)

。

③
東
京
圏
と
地
方
と
の
人

口
不
均
衡
が
限
界
に
達
す

る
。

　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
…
国
連
が

２
０
１
５
年
に
定
め
た「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
」

(
こ
の
先
の
世
界
が
今
以

上
に
よ
く
な
る
た
め
に
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
世
界

の
人
全
員
で
協
力
し
て
解

決
し
た
い
国
際
目
標)

　
　

Ｄ
Ｘ
…
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
の
略
。

　

進
化
し
た
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
、

人
々
の
生
活
を
よ
り
良
い

も
の
へ
と
変
革
す
る
こ
と
。

　

既
存
の
価
値
観
や
枠
組

み
を
根
底
か
ら
覆
す
よ
う

な
革
新
的
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
も
た
ら
す
も
の
。

＊1

＊5＊6

＊2＊3＊4

用語の解説

Ｑ．調査の
　　進め方は？

Ａ．主な財政課題（赤字
原因）の分析・検証をす
るとともに、行政が「令
和３年～５年で進める」
としている行財政改革の
在り方などについて、審
議を深め、意見や提言を
していきます。

Ｑ．直面する
　　課題は？

Ａ．市は、基金（*1）残
高の枯渇、建物施設の建
替更新・老朽対策、地方
債（*2）残高の増加に
よる公債費の増加、市立
病院への財政的支援、社
会保障費関係経費の増加、
新型コロナによる収入減
と支出増としています。

0

50

100

150

200

250

300

350

400
（単位：億円）

各市の基金残高の状況
ー令和元年度決算で比較しましたー

宝塚市

60.4

※比較する基金残高は、財政調整基金、市債（※３）管理基金、公共施設等
　整備保全基金を合計したものです。
※公共施設等整備保全基金については、西宮市は公共施設等整備基金と
　公共施設保全積立基金の合計額、神戸市は都市整備等基金のうち定額
　運用にかかる部分を除いた額です。

尼崎市

227.3

西宮市

247.4

伊丹市

142.8

芦屋市

114.9

川西市

53.7

神戸市

354.3

かけはし第250号
記念号

特集3
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議員報酬と政務活動費を
現行からそれぞれ５％削減
議員報酬は現議員任期中（令和５年４月29日まで）の削減とし、上記の1.3％
とあわせて削減前の金額から、５％削減します。
●政務活動費の削減（議員提出議案第７号）については全員一致で可決

●議員報酬の自主削減（議員提出議案第８号）については賛成、反対それぞれの立場

から討論が行われ、賛成多数で可決

議会はその上で 　　 自主削減します議会はその上で 　　 自主削減します

宝塚市特別職報酬等審議会からの答申を受け、市長等（市長・副市長・
教育長・上下水道事業管理者・病院事業管理者）の給料と議員報酬
を５月１日から１.3％削減することが３月定例会で決まりました（議
案第28号・第30号）。

◆本会議での各議員の賛否（賛成=○、反対=×）　※議長は表決に加わりません。

会　派　名 たからづか真政会 日本共産党
宝塚市会議員団 公明党議員団 日本維新の会

宝塚市議団
市民ネット
宝塚

令和
安全
の会

社会
民主党
議員会

無
所
属

議員名

案件名・結果

大
川　

裕
之

浅
谷　

亜
紀

石
倉
加
代
子

岩
佐
ま
さ
し

風
早
ひ
さ
お

く
わ
は
ら
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

横
田
ま
さ
の
り

藤
岡　

和
枝

江
原　

和
明

中

野　

正

三
宅　

浩
二

池
田　

光
隆

伊
庭　
　

聡

村
松
あ
ん
な

寺
本　

早
苗

川
口　
　

潤

北
野　

聡
子

北
山　

照
昭

山
本　

敬
子

梶
川
み
さ
お

大
島
淡
紅
子

田
中
大
志
朗

宝塚市議会議員の議員報酬及び費
用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

可決（賛成多数）
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

さらに
！

さらに
！

議員議員報酬報酬・市長等・市長等のの給料、給料、
政務活動費政務活動費をを削減削減しますします
議員議員報酬報酬・市長等・市長等のの給料、給料、
政務活動費政務活動費をを削減削減しますします
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ワクチン接種のコールセンター委託を含む補正予算などを可決

3月定例会の議案審議から3月定例会の議案審議から

全員一致
可決

■令和２年度宝塚市一般会計補正予算（第13号）

概要　令和２年度一般会計の歳
さい

入
にゅう

歳
さい

出
しゅつ

予算の総
そうがく

額にそれぞれ4億5,385万８千円を増
ぞうがく

額

し、補
ほ

正
せい

後の総額を1,070億9,527万７千円とするものです。

　　

主な審議内容　「コールセンター業
ぎょう

務
む

委
い

託
たく

料
りょう

が約2億7,800万円となっているが、金額

は妥当だと考えているのか」との問いに対し、「相談対応だけではなく、ワクチン接

種事業全体の進
しん

捗
ちょく

管
かん

理
り

、一部の予約管理、国のシステムへの入力業務等、多岐にわた

る業務を受けてもらう予定であり、ある程度の金額になると考えている。接種者が多

い時期や、少ない時期があることが考えられるため、状況に合わせて柔
じゅう

軟
なん

に対応がで

きるよう、仕
し

様
よう

書
しょ

や契約内容を定めていきたい」との答弁がありました。「コロナ禍
か

で宝塚歌劇の公演が延期になり、本市のふるさと納税としての歳入が約２千万円の減

額補正となっているが、返礼品の見直しはしたのか」との問いに対し、「希少な宝塚

牛や新たな食品加工製品を追加し、また体験型としてゴルフ場や宝塚ホテルの利用券

も返礼品に追加した。今後も返礼品の見直しや追加をし、さらなる税収としていきた

い」との答弁がありました。「図書館の広告収入についてどのように支援を募
つの

ったのか。

また今後の方向性は」との問いに対し、「新たな歳入確保の観点から、過去に社会教

育に協
きょう

賛
さん

・寄
き ふ

付があった事業者に直接お願いをした。協賛・広告料として１件当たり

10万円に設定し、合計６件60万円の歳入となった。今後も広告スペースを増やしてい

きたい」との答弁がありました。

　その他、広報たからづかの本市の財政状況に関する記事、新ごみ処理施設の基金の

積み立て、子どもの権利サポート委員会事業の実施状況、地域児童育成会事業におけ

る会計年度任用職員報酬減額の理由、Ｇ
ギ ガ

ＩＧＡスクール構想の進捗、スポーツセンター

の空調機器改修工事などについて質疑がありました。

　３月定例会では、市長から提出された議案や、市民の皆さまから提出された請願など

計60件について審議しました。

　提出された議案は一部を除き、３つの常任委員会（総務・文教生活・産業建設）に

付託し、慎重に審査しました。

　ここでは、各常任委員会で審査された主な議案審議の概要を報告します。

3月定例会の議案審議から3月定例会の議案審議から
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令和２年度宝塚市病院事業会計補正予算（第６号）を可決

令和３年度宝塚市病院事業会計予算を可決

介護保険条例の一部を改正

全員一致
可決

賛成多数
可決

全員一致
可決

概要　新型コロナウイルス感染症対応に係る、医療従事者への防
ぼうえき

疫手
て

当
あて

特例分支給に
関する補助金や減収の追加補

ほ

填
てん

としての特別利益予定額をそれぞれ増額するものです。
　　
主な審議内容　ＰＣＲ検査機器の購入や検査体制、特

とくべつ

別減
げん

収
しゅう

対
たいさく

策企
き

業
ぎょう

債
さい

の発行状況、
市の一般会計から２億円の補助を受ける経緯などについて質疑がありました。また、
毎年度末、一般会計からの補助金に頼る経営構造は好ましくなく、当初予算で掲げた
数値を達成できるようにしてほしいとする賛成討論がありました。

概要　収
しゅう

益
えきてき

的収
しゅう

支
し

では、収支差し引き173万８千円の黒字、また、資
し

本
ほん

的
てき

収
しゅう

支
し

では、
収支差し引き７億9,693万９千円の不足で、損

そんえき

益勘
かん

定
じょう

留
りゅう

保
ほ

資
し

金
きん

等で補填するものです。

主な審議内容　委員会では新型コロナの影響を令和３年度予算に加味していないこと
などについて質疑があり、全員一致で可決しました。また、本会議では反対討論と賛
成討論がそれぞれ１人の議員からあり、賛成多数で可決しました。

概要　第８期宝塚市介護保険事業計画で見込んだサービス給付費などに基づき、令和
３年度から令和５年度までの第１号被保険者に係る介護保険料率を定めるとともに、
法令改正に伴う所要の整備を行うため、条例の一部を改正するものです。
　　
主な審議内容　介護保険料を上げないための介護給付費準備基金のとりくずし、また
それ以外の基金の使途などについて質疑がありました。

◆本会議での各議員の賛否（賛成=○、反対=×）　※議長は表決に加わりません。

会　派　名 たからづか真政会 日本共産党
宝塚市会議員団 公明党議員団 日本維新の会

宝塚市議団
市民ネット
宝塚

令和
安全
の会

社会
民主党
議員会

無
所
属

議員名

案件名・結果

大
川　

裕
之

浅
谷　

亜
紀

石
倉
加
代
子

岩
佐
ま
さ
し

風
早
ひ
さ
お

く
わ
は
ら
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

横
田
ま
さ
の
り

藤
岡　

和
枝

江
原　

和
明

中
野　

正

三
宅　

浩
二

池
田　

光
隆

伊
庭　
　

聡

村
松
あ
ん
な

寺
本　

早
苗

川
口　
　

潤

北
野　

聡
子

北
山　

照
昭

山
本　

敬
子

梶
川
み
さ
お

大
島
淡
紅
子

田
中
大
志
朗

令和３年度宝塚市病院事業会計
予算

可決（賛成多数）
× ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
議
長

○ ○ ○ ○ 欠
席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
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令和３年度水道・下水道事業会計予算を可決
全員一致
可決

水道予算の概要　収益的収支では、水道事業収益48億4,462万円、水道事業費用54億
6,826万円、差し引き６億2,364万円の赤字です。また、資本的収支では、資本的収入17億
5,144万５千円、資本的支出31億6,220万９千円、差し引き14億1,076万４千円の不足で、
損益勘定留保資金等で補填するものです。主な建

けんせつ

設改
かい

良
りょう

事
じ

業
ぎょう

は、管路更新事業９億2,000
万円、基

き

幹
かん

施
し

設
せつ

耐
たいしん

震化
か

事
じ

業
ぎょう

３億6,800万円などです。

主な審議内容　損益勘定留保資金の現在の残
高は。また、毎年２億円を超える資金の減少
が10年続く見込みと聞くが、政策は。未

み

償
しょう

還
かん

額
がく

が今後も増えるとのことだが、企業債の平
均的な償還年数は。管路の耐震化の進捗状況
と耐震化率は。赤字が続いているが、水道料
金についてどう考えているか。配水池の耐震
化はどのように行うのか。資本的支出の投資
の内訳は。給水収益や配水量が減少している
理由は、などの質疑がありました。

下水道予算の概要　収益的収支では、下水道
事業収益43億4,981万５千円、下水道事業費用
43億9,185万６千円、差し引き4,204万１千円
の赤字です。また、資本的収支では、資本的
収入15億7,116万５千円、資本的支出32億6,575
万７千円、差し引き16億9,459万２千円の不
足で、損益勘定留保資金等で補填するもので
す。主な建設改良事業は、公

こう

共
きょう

下
げ

水
すいどう

道雨
う

水
すい

整
せい

備
び

事
じ

業
ぎょう

１億4,875万円、公
こう

共
きょう

下
げ

水
すいどう

道汚
お

水
すい

整
せい

備
び

事
じ

業
ぎょう

４億2,395万円などです。

主な審議内容　資本的収支不足が17億円弱あり、損益勘定留保資金で補填されている
が、資本的収支および支出においてこの収支バランスは今後も続くのか。企業債は今
後23％増える予定だがどう考えるのか。ポンプ修繕工事と電気設備修繕工事の内訳は。
職員の技術継承について、時代が進むと新しい材料や技術へ変わっていくが、どう考
えているのか、などについて質疑がありました。

宝塚市の水源「川下川ダム」
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宝塚市教育委員会委員の任
にんめい

命に同意

概要 松
まつうら

浦一
か ず え

枝氏を宝塚市教育委員会委員に任命するものです。
　　
主な審議内容　現在の教育委員会には幼児教育から社会教育まで幅広い視野で教育を
語れる学識経験者がいないこと、候補者は本市の教育にどういった意識を持っている
のか、また宝塚市の現状等を説明した上での選考をしたのか、などの質疑がありました。
　討論では、本市教育の課題認識について疑問を呈する旨の反対討論がありました。

※宝塚市立共同利用施設売布会館の管理運営についての陳情は文教生活常任委員会に付託され、審査不要となりました。

その他の賛否が全員一致した議案等

その他の結果

専決処分した事件の承認を求めることについて（令和２年度宝
塚市一般会計補正予算（第 11 号、第 12 号の２件）） 承　 認

令和２年度宝塚市特別会計国民健康保険事業費補正予算（第４
号）

可　 決

令和２年度宝塚市特別会計国民健康保険診療施設費補正予算
（第４号）

令和２年度宝塚市特別会計介護保険事業費補正予算（第４号）

令和２年度宝塚市特別会計後期高齢者医療事業費補正予算（第
３号）

令和２年度宝塚市特別会計宝塚市営霊園事業費補正予算（第１
号）

令和２年度宝塚市下水道事業会計補正予算（第２号）

宝塚市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

宝塚市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市特別職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条
例の制定について

宝塚市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

宝塚市福祉医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

宝塚市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及
び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について

可　 決

宝塚市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介
護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市建築事務及び住宅事務手数料条例の一部を改正する条例
の制定について

宝塚市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について

工事請負契約（土砂災害特別警戒区域（急傾斜地）対策工事（そ
の１））の締結について

工事請負契約（（都）荒地西山線道路新設改良工事（その２））
の締結について

工事請負契約（（都）荒地西山線道路新設改良工事（その３））
の変更について

訴えの提起について

損害賠償の額の決定について

兵庫県市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について

市道路線の認定及び認定変更について

市道路線の認定変更について

宝塚市公平委員会の委員選任につき同意を求めることについて 同　 意

令和２年度宝塚市病院事業会計補正予算（第７号）
可　 決

和解することについて

人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて 適　 任

公の施設（宝塚市立共同利用施設売布会館）の指定管理者の指
定について 審議未了

賛成多数
同意

◆本会議での各議員の賛否（賛成=○、反対=×）　※議長は表決に加わりません。

会　派　名 たからづか真政会 日本共産党
宝塚市会議員団 公明党議員団 日本維新の会

宝塚市議団
市民ネット
宝塚

令和
安全
の会

社会
民主党
議員会

無
所
属

議員名

案件名・結果

大
川　

裕
之

浅
谷　

亜
紀

石
倉
加
代
子

岩
佐
ま
さ
し

風
早
ひ
さ
お

く
わ
は
ら
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

横
田
ま
さ
の
り

藤
岡　

和
枝

江
原　

和
明

中
野　

正

三
宅　

浩
二

池
田　

光
隆

伊
庭　
　

聡

村
松
あ
ん
な

寺
本　

早
苗

川
口　
　

潤

北
野　

聡
子

北
山　

照
昭

山
本　

敬
子

梶
川
み
さ
お

大
島
淡
紅
子

田
中
大
志
朗

宝塚市教育委員会委員の任命に
つき同意を求めることについて

　同意（賛成多数）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
議
長

○ × × × 欠
席 ○ ○ × × ○ ○ ○
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市
議
会
の
本
会
議
や
委
員
会

は
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

傍
聴
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
、

検
温
、
手
指
消
毒
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
状
況

に
よ
り
、
傍
聴
を
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
本
会
議
場

　

受
付
は
、
市
庁
舎
４
階
本
会

議
場
で
す
。
傍
聴
席
は
84
席

（
内
、
車
い
す
席
２
席
、
磁
気

ル
ー
プ
席
26
席
）
あ
り
ま
す
。

■
委
員
会
室

　

受
付
は
、
市
庁
舎
３
階
議
会

事
務
局
で
す
。
傍
聴
席
は
10
席

程
度
で
す
の
で
、
満
席
の
場
合

は
、
音
声
情
報
の
み
を
提
供
し

て
い
る
別
室
に
ご
案
内
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

　

ご
希
望
の
方
は
、
障
碍
（
が

い
）
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

℻
０
７
９
７
‐
72
‐
８
０
８
６

　

３
月
定
例
会
で
は
、
次
の
請

願
が
提
出
さ
れ
、
産
業
建
設
常

任
委
員
会
で
慎
重
審
査
の
上
、

本
会
議
で
採
決
し
ま
し
た
。

　

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業

支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

請
願
の
概
要

　

兵
庫
県
の
最
低
賃
金
は
、
前

年
度
か
ら
１
円
引
き
上
が
り
時

給
９
０
０
円
に
な
っ
た
。
し

か
し
こ
の
金
額
は
全
国
平
均

９
０
２
円
よ
り
低
く
、
東
京
都

の
１
０
１
３
円
よ
り
も
１
１
３

円
、
大
阪
府
の
９
６
４
円
よ
り

も
64
円
、
京
都
府
の
９
０
９
円

よ
り
も
９
円
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
最
低
賃
金
の
問
題
は
、

①
最
低
賃
金
が
低
す
ぎ
て
生
活

で
き
な
い
、
②
全
国
一
律
で
な

い
た
め
に
都
道
府
県
の
格
差
が

大
き
い
、
③
中
小
企
業
支
援
策

が
不
十
分
で
あ
る
、
の
３
つ
で

あ
る
。

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
そ

れ
に
伴
う
中
小
企
業
へ
の
財
政

支
援
で
地
域
経
済
の
好
循
環
を

つ
く
り
だ
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
広
が
り
で
困
難
を
し
い
ら
れ

て
い
る
労
働
者
と
市
民
の
生
活

を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
国
へ
次
の
事
項
の
実
施
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
も
の
。

請
願
の
項
目

１　

国
は
、
最
低
賃
金
を
す
ぐ

に
１
千
円
、
さ
ら
に
１
５
０
０

円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

２　

国
は
、
全
国
一
律
最
低
賃

金
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
。

３　

国
は
、
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
に
伴
う
中
小
企
業
へ
の
支

援
策
を
拡
充
す
る
こ
と
。

審
査
の
概
要

　

委
員
会
で
は
、
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
額
の
根
拠
や
引
き
上

げ
に
伴
う
中
小
企
業
支
援
策
、

雇
用
へ
の
影
響
や
市
内
企
業
の

現
状
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

　

賛
成
、
反
対
の
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
６
人
の
委
員
が
討
論

を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
会
議
で
は
賛
成
の

立
場
か
ら
１
人
、
反
対
の
立
場

か
ら
２
人
の
議
員
が
討
論
を
行

い
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数

で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。　

　

令
和
３
年
１
月
30
日
（
土
）

と
４
月
17
日
（
土
）
に
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
議
会
報

告
会
を
実
施
。
そ
れ
ぞ
れ
21
名
、

14
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
お
よ
び
３
月
定
例

会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
事
前
に

受
け
付
け
た
参
加
者
か
ら
の
質

問
に
回
答
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
詳
細
は
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

市
議
会
で
は
令
和
３
年
３
月

22
日
（
月
）、
議
員
研
修
と
し

て
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
お
迎
え
し
た
の
は
、

市
内
で
ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
「
宝

塚
つ
・
む
・
ぐ
の
家
」
を
運
営

さ
れ
て
い
る
西
野
マ
リ
氏
で
す
。

　

研
修
で
は
、
認
知
症
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
の
実
施
や
、
二
人
一

組
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う

な
ど
、
議
員
26
名
全
員
が
真
剣

に
取
り
組
み
、
認
知
症
へ
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

傍
聴
の
ご
案
内

傍
聴
の
ご
案
内

請　
願

請　
願

オ
ン
ラ
イ
ン

　
議
会
報
告
会

議
員
研
修

報告報告

【講師】西野　マリ氏
（特定非営利活動法人宝塚つ・む・ぐの家　理事長）

◆本会議での各議員の賛否（賛成=○、反対=×）　※議長は表決に加わりません。

会　派　名 たからづか真政会 日本共産党
宝塚市会議員団 公明党議員団 日本維新の会

宝塚市議団
市民ネット
宝塚

令和
安全
の会

社会
民主党
議員会

無
所
属

議員名

案件名・結果

大
川　

裕
之

浅
谷　

亜
紀

石
倉
加
代
子

岩
佐
ま
さ
し

風
早
ひ
さ
お

く
わ
は
ら
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

横
田
ま
さ
の
り

藤
岡　

和
枝

江
原　

和
明

中
野　

正

三
宅　

浩
二

池
田　

光
隆

伊
庭　
　

聡

村
松
あ
ん
な

寺
本　

早
苗

川
口　
　

潤

北
野　

聡
子

北
山　

照
昭

山
本　

敬
子

梶
川
み
さ
お

大
島
淡
紅
子

田
中
大
志
朗

最低賃金の改善と中小企業支援策
の拡充を求める意見書の提出を求
める請願

不採択（賛成少数）
× × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ×

※
議
長

× × × × 欠
席 ○ ○ × × ○ ○ ○
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会議日程や議案審査の結
果等をご覧いただけま
す。また、本会議や委員
会の会議録検索も
できます。

本会議や委員会の開催日
程のほか、議会報告会や
意見交換会など市議会主
催イベントの情報などを
お知らせしてい
ます。フォロー
お願いします。

本会議の模様を動画で配
信しています。スマート
フォン・タブレットでも
視聴可能です。

広報広聴委員会委員（左から）
村松あんな、横田まさのり、
○川口　潤、◎三宅浩二、
山本敬子、岩佐まさし、大島淡紅子
（◎委員長、〇副委員長）

毎週２回（月・木）11時
55分から5分間、市議会
の話題をお届けしていま
す。一般質問（録音）や
議長インタビュー
なども放送してい
ます。

　

今
回
の
議
会
報
「
か
け
は

し
」
は
創
刊
２
５
０
号
の
記
念

号
と
し
て
３
つ
の
特
集
記
事
を

中
心
に
お
届
け
し
ま
し
た
。
議

会
基
本
条
例
制
定
か
ら
10
年
を

振
り
返
り
、
今
後
10
年
の
方
向

性
を
決
め
る
第
６
次
総
合
計
画

策
定
へ
の
市
議
会
の
取
り
組
み
、

そ
し
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
行

財
政
改
革
へ
の
市
議
会
の
取
り

組
み
を
特
集
記
事
と
し
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
１
年
、
広
報
広
聴
委
員

会
は
か
け
は
し
の
充
実
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
議
会
報

告
会
の
開
催
な
ど
、
開
か
れ
た

議
会
の
実
現
に
向
け
努
力
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

（
三
宅
）

※
次
号
は
、
令
和
３
年
９
月
１

日
発
行
予
定
で
す
。

編
集
後
記

編
集
後
記

このメンバーで１年間、
議会報「かけはし」を編集しました！

「
あ
る
放
課
後
」（
表
紙
上
）

　

同
じ
ク
ラ
ス
の
友
人
た
ち

が
教
え
あ
い
な
が
ら
学
習
し

て
い
る
様
子
を
撮
影
し
ま
し

た
。
冬
も
終
わ
り
、
暖
か
く

な
っ
て
き
た
今
日
、
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

マ
ス
ク
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
変
わ
ら
ぬ
日
常
を
描
き

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

午
前
授
業
の
日
に
撮
影
し
た

の
で
、
明
る
い
光
も
差
し
込
ん

で
い
て
、
と
て
も
良
い
環
境
で

し
た
。
清
掃
が
終
わ
っ
た
後
、

山
間
部
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

よ
り
新
鮮
な
空
気
に
満
ち
た
教

室
で
放
課
後
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

「
１
年
１
組
」（
表
紙
中
央
）

　

昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
体
育

大
会
。
全
員
が
ク
ラ
ス
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
着
て
競
技
に
挑
み
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
で
カ
ラ
ー
や
模
様
が

違
う
ク
ラ
ス
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
、
色

と
り
ど
り
で
綺
麗
で
し
た
。
こ

の
写
真
は
、
競
技
の
応
援
を
し

て
い
る
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
二
人

を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
中
止
に
な
り
、

私
た
ち
一
年
生
に
と
っ
て
は
体

育
大
会
が
初
め
て
一
致
団
結
で

き
た
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
と
も
、
よ
り
仲
を

深
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
良

い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
山
か
ら
の
眺
望
」（
表
紙
下
）

　

宝
塚
西
高
校
は
、
六
甲
山
や

甲
山
の
麓
、
逆
瀬
川
の
高
台
に

位
置
し
て
お
り
、
直
接
自
然
を

感
じ
ら
れ
、
校
舎
か
ら
は
大
阪

平
野
や
奈
良
の
山
々
が
一
望
で

き
る
、
眺
め
の
良
い
風
光
明
媚

が
自
慢
の
学
校
で
す
。
今
回
は
、

学
校
の
裏
に
高
く
そ
び
え
る
行

者
山
か
ら
撮
影
し
ま
し
た
。

　

西
高
生
が
部
活
に
励
ん
で
い

る
様
子
と
我
が
校
の
自
慢
で
あ

る
景
色
両
方
を
撮
影
す
る
経
験

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
貴

重
な
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
我
が
校
の

自
慢
を
再
発
見
で
き
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

市
内
の
高
等
学
校
写
真
部
に
よ
る
「
か

け
は
し
」
の
表
紙
企
画
第
３
弾
。
今
回
は
、

兵
庫
県
立
宝
塚
西
高
等
学
校
写
真
部
か
ら
、

写
真
と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
号
は
兵
庫
県
立
宝
塚
北

高
等
学
校
の
予
定
で
す
。

表 紙 の 写 真

※日程については変更する場合があります。

６月定例会の予定 市議会
ホームページ

Facebook

インターネット
中継・録画配信

83.5MHz
FM宝塚

　最後までお読みいただき
ありがとうございます。
誌面へのご意見やご感想
は、議会事務局までお気軽
にお寄せください。

宝塚市議会事務局
〒665-8665
　宝塚市東洋町 1番 1号
TEL 0797-77-2168（直通）
FAX 0797-74-6902

　議会報「かけはし」は、す
べての世帯と事業所のポスト
に宅配でお届けしています。
　発行日を過ぎても届かな
い場合は、下記のフリーダ
イヤルへご連絡ください。

  ジャパンメッセンジャー
  サービス㈱
　　フリーダイヤル
　　0120-240-324
　   （9 時～ 19時まで）

5/18 火 本会議（役員改選）

19 水 議会運営委員会

20 木 本会議（施政方針、提案理由説明）

6/ １ 火 議会運営委員会

２ 水 本会議（代表質問）

３ 木 本会議（代表質問）

４ 金 本会議（代表質問予備日）

８ 火 総務常任委員会①+協議会

９ 水 文教生活常任委員会①+協議会

10 木 産業建設常任委員会①+協議会

11 金 総務常任委員会②

14 月 文教生活常任委員会②

15 火 産業建設常任委員会②

16 水 常任委員会②（予備日）

18 金 予算特別委員会

21 月 予算特別委員会（総括）

7/ １ 木 議会運営委員会

２ 金 本会議（一般質問）

５ 月 本会議（一般質問）

６ 火 本会議（一般質問）

８ 木 協議会+常任委員会③、予算特別委員会

９ 金 議会運営委員会

12 月 本会議

13 火 本会議（予備日）
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